
2022 (令和 4) 年度  第 9 回                   12/10(土) 13:30～ 

 

 

の ぞ み 会 定 例 会 
 

  11 月定例会は生活援護課から職員の方に参加していただき、生活保護について勉強会を行いま

した。生活保護を使わずに、生活を立て直すこともできるようです。まずはためらわずに相談を

することが大切です。今回交流を持てたことで相談のハードルが低くなったと感じました。 

  見学者の中から数名の方が仲間に加わってくださいました。「来てよかったと思える定例会・家

族会」にしていきましょう。 

 

 

【活動報告】 

11/12（土） 生活保護勉強会・定例会 20 名参加（会員 15 名,新入会員 4 名,見学者 1 名） 

  11/13（日） 第 48 回「県民の集い」IN 藤沢  ４名参加（副理事長石川さん含む） 

  11/26（土） 人権・男女共同参画を考える会  ３名参加  

    11/27（日） のぞみ会役員会 

    11/30（水） のぞみ会社会見学  15 名参加（市役所職員１名含む） 

    12/2（金） 湘南西部保健福祉圏域障害者差別解消フォーラム 

    12/6（火） 第 5 回じんかれん理事会、地域精神保健福祉会公開講座打ち合わせ 

 

【例会報告】 

 

＊11月 30日社会見学 15名参加（手帳所持者 6名） 

   全国旅行支援が使えた。来年度の行き先も募集中。 

 

＊生活保護勉強会…使える制度は生活保護以外もある。他の制度を利用した方が将来的に良い場合も。 

  ・社協 生活福祉資金貸付制度 

低所得者や高齢者、障害者の生活を経済的に支えるとともに、その在宅福祉および社会参加の

促進を図ることを目的とした貸付制度。 

  ・リバースモーゲージ…自宅を担保に生活資金を借入し、自らの持ち家に継続して住み続け、死亡時

に不動産を処分し、借入金を返済する。 

   ・生活保護法 63条…資力があるにも関わらず保護を受けた時は、相当する金額を返還する必要。 

  ・相続財産が発生した場合、生活保護費がストップするだけでなく、返還しなければならない。 

  ・電話で相談の予約を取って生活援護課の窓口へ。 

 

 



＊じんかれん 

  ・じんかれんニュース 12月号 

    そらいろ代表 井上雅裕氏 講演まとめ 

  ・県民の集い IN藤沢   図書購入「静かなる変革者」1400円 

    ・2月 7日（火）1時半から 研修会 「神奈川精神医療人権センターの歩み」 

    精神当事者が運営している。電話相談もあります。 

 

 ＊新年会 R4年 1月 14日（土） 1時半から 会費 100円  持ち帰り（パン・菓子等） 

    ・会員家族、賛助会員も参加可能です。できれば事前に連絡ください。 

    ・パフォーマンス 齋藤マジック、八木ジロー君（腹話術）。その他の方も募集してます。 

・ビンゴ大会  

 

＊広報はだの 12月 1日号 共生社会特集 

    

＊当事者連絡会  「良かったこと調査」 経験がある方は会長までお知らせください。 

  これまでに寄せられた事例。 

  ・夜、息子と二人で秦野警察に行った時、息子の話を気長に聞いてくれた。 

  ・夜、息子が財布も携帯も持たず外出し、秦野警察に相談に行った時、丁寧に対応してくれた。 

目的…合理的配慮の具体的な事例を集めて、「共生社会」を目指す。 

 

＊その他 

   ・のぞみ会図書…貸出ノートに記入して自由に借りてください。 

     「みんなねっと」「こころの元気プラス」もあります。 

   ・Eテレ「100分で名著」月曜午後 10時 25分 再放送…火曜日午前 5時半 月曜日午前 5時半 

  12月 中井久夫氏特集  NHKプラスでも見られる 

   ・今年度のセンターフェスティバルは中止になります。 

 

【予定】 

  12/25（日）役員会            保健センター 13:30～ 

    1/14（土）新年会            ぱれっと   13:30～ 

 

【お知らせ】 

  来年度総会日程 2024 年（R5 年）5 月 13 日（土）13:20 を予定。 

    詳細については後日お知らせします。 

    講演会内容について希望があれば提案をお願いします。 

 

 

  



              

              小耳話 

「家族は家族。支援者にはなれない」 

   坂本 拓氏 （精神保健福祉士・こどもぴあ代表） 

    中学生の頃から精神疾患を抱えた母親に寄り添い、現在は福祉施設を運営する NPO 法人

で働いている。県民の集いでご自身の経験を話されました。詳しくはのぞみ会図書の  

「静かなる変革者たち」を読んで下さい。感銘を受けました。 


